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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第122期 

第２四半期 
累計期間 

第123期 
第２四半期 
累計期間 

第122期 

会計期間 

自平成28年 
 ４月１日 
至平成28年 
 ９月30日 

自平成29年 
 ４月１日 
至平成29年 
 ９月30日 

自平成28年 
 ４月１日 
至平成29年 
 ３月31日 

売上高 （千円） 5,488,210 5,422,764 10,830,026 

経常利益又は経常損失（△） （千円） △51,442 △108,372 102,931 

当期純利益又は四半期純損失

（△） 
（千円） △33,652 △84,286 94,745 

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － － 

資本金 （千円） 3,395,887 3,395,887 3,395,887 

発行済株式総数 （千株） 34,838 34,838 34,838 

純資産額 （千円） 13,680,406 13,864,546 13,896,649 

総資産額 （千円） 17,680,190 17,881,751 17,888,496 

１株当たり当期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△） 
（円） △0.97 △2.43 2.73 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

１株当たり配当額 （円） － － 3.00 

自己資本比率 （％） 77.38 77.53 77.68 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
（千円） 553,529 85,515 1,098,285 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
（千円） △113,186 △111,679 21,933 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
（千円） △353,506 △186,915 △437,279 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 3,014,612 3,397,636 3,610,715 

 
 

回次
第122期

第２四半期
会計期間

第123期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成28年
 ７月１日
至平成28年
 ９月30日

自平成29年
 ７月１日
至平成29年
 ９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △3.43 △5.30

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在してしないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

 当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。 

 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 （1）業績の状況

 当第２四半期累計期間における医薬品業界は、引き続き医療費抑制策の基調は変わらず、また、一般用医薬品市場も低

迷が続いており、厳しい環境下で推移いたしました。

 そのなかにあって当社の医薬事業では、主力製品である眼科手術補助剤・眼科用副腎皮質ホルモン剤「マキュエイド眼

注用40㎎」、アレルギー性結膜炎治療剤「ゼペリン点眼液0.1％」、水溶性非ステロイド性抗炎症点眼剤「ジクロード点

眼液0.1％」、緑内障・高眼圧症治療剤「リズモンＴＧ点眼液」および主力製品として育成すべき重要な製品の緑内障・

高眼圧症治療剤（特許を持った後発品）「カルテオロール塩酸塩ＬＡ点眼液」、「ラタノプロスト点眼液0.005％ＮＰ」

に加えて、乳酸菌製剤の「レベニン錠」シリーズ、業務提携先との共同販促品であるＡ型ボツリヌス毒素製剤「ボトック

ス注用」、ドクターズサプリメント「オプティエイドＤＥ」の販売促進を行ってまいりました。

 薬粧事業では、主力製品である「強力わかもと」に加え、エビデンスに基づき口臭予防を訴求した薬用歯磨き（医薬部

外品）「アバンビーズ」シリーズ２製品および「アバンビーズ オーラルタブレット」（乳酸菌含有加工食品）の販売促

進を行ってまいりました。

 特販事業では、国内向けに医薬品原料の販売と他社受託品を、海外向けに「わかもと」、原料薬品の製造販売に努めて

まいりました。
 
 その結果、当第２四半期累計期間の売上高は54億２千２百万円（前年同期比1.2％減）、営業損失１億５百万円（前年

同期は営業損失５千９百万円）、経常損失は１億８百万円（前年同期は経常損失５千１百万円）、四半期純損失は８千４

百万円（前年同期は四半期純損失３千３百万円）となりました。 

 セグメント別の売上高の状況につきましては、医薬事業では「マキュエイド眼注用40㎎」、「カルテオロール塩酸塩Ｌ

Ａ点眼液」、「ラタノプロスト点眼液0.005％ＮＰ」の売上が増加いたしましたが、共同販売品の医家向けサプリメント

「オキュバイト」シリーズの販売契約期間終了ならびに長期収載品である「ジクロード点眼液0.1％」、「リズモンＴＧ

点眼液」の売上が減少いたしました。その結果、売上高は28億３千６百万円（前年同期比0.3％減）となりました。 

 薬粧事業では、主力製品の「強力わかもと」の売上が減少いたしましたが、通販事業における「アバンビーズ オーラ

ルタブレット」の売上が増加いたしました。その結果、売上高は14億８千３百万円（前年同期比2.8％増）となりまし

た。 

 特販事業では、輸出用の「わかもと」が増加いたしましたが、国内向他社受託品が減少いたしました。その結果、売上

高は10億９百万円（前年同期比9.1％減）となりました。 

 

（2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末から２億１千３百

万円減少し、33億９千７百万円となりました。その内容の主なものは次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において営業活動により増加した資金は８千５百万円となりました。（前年同期に比べ収入

が４億６千８百万円減少）

 この主な要因は、非資金支出項目である減価償却費が２億５千８百万円、たな卸資産の減少が２億１千７百万円あった

一方、売上債権の増加が２億７千２百万円、賞与引当金の減少が１億１千５百万円、仕入債務の減少が９千７百万円あっ

たためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において投資活動により減少した資金は１億１千１百万円となりました。（前年同期に比べ支出

が１百万円減少）

 この主な要因は、有形固定資産の取得による支出が１億１千１百万円あったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において財務活動により減少した資金は１億８千６百万円となりました。（前年同期に比べ支出

が１億６千６百万円減少）

 この主な要因は、長期借入金の返済による支出が８千万円、配当金の支払額が１億３百万円あったためであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期累計期間において、当社が対応すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

 当第２四半期累計期間における当社の研究開発活動の金額は６億６千７百万円であります。なお、当第２四半期累計期

間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 34,838,325 34,838,325
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であり

ます。

計 34,838,325 34,838,325 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日

 － 34,838,325 － 3,395,887  － 2,675,826
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（６）【大株主の状況】

    平成29年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

キッセイ薬品工業株式会社 長野県松本市芳野19番48号 3,778 10.84 

株式会社ブレストシーブ 大阪府茨木市西駅前町５番10号 2,500 7.17 

朝日生命保険相互会社 東京都千代田区大手町２丁目６番１号 1,720 4.93 

株式会社千葉銀行 千葉県千葉市中央区千葉港１番２号 1,322 3.79 

わかもと製薬取引先持株会 東京都中央区日本橋本町２丁目２番２号 1,316 3.77 

日本ゼトック株式会社 東京都新宿区西新宿１丁目26番２号 1,201 3.44 

アクサ生命保険株式会社 東京都港区白金１丁目17番３号 1,128 3.23 

ロート製薬株式会社 大阪市生野区巽西１丁目８番１号 1,105 3.17 

ゼリア新薬工業株式会社 東京都中央区日本橋小舟町10番11号 1,103 3.16 

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５番５号 1,093 3.13 

計 － 16,266 46.69 
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   123,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 34,282,000 34,282 －

単元未満株式 普通株式   433,325 － －

発行済株式総数       34,838,325 － －

総株主の議決権 － 34,282 －

 （注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株（議決権の数３個）含まれ

ております。

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

わかもと製薬株式会社
中央区日本橋本町

二丁目２番２号
123,000 － 123,000 0.35

計 － 123,000 － 123,000 0.35

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成29年７月１日から平成29

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、京橋監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,610,715 3,397,636 

受取手形及び売掛金 3,302,539 3,574,884 

商品及び製品 1,529,931 1,426,764 

仕掛品 346,931 247,224 

原材料及び貯蔵品 585,386 570,735 

繰延税金資産 243,515 266,830 

未収還付法人税等 7,097 3,891 

その他 165,179 183,232 

貸倒引当金 △1,966 △2,021 

流動資産合計 9,789,330 9,669,179 

固定資産    

有形固定資産    

建物 7,650,371 7,715,152 

減価償却累計額 △4,415,058 △4,504,250 

建物（純額） 3,235,312 3,210,902 

構築物 262,342 265,152 

減価償却累計額 △211,190 △214,733 

構築物（純額） 51,151 50,419 

機械及び装置 7,840,472 7,901,875 

減価償却累計額 △7,280,701 △7,360,031 

機械及び装置（純額） 559,770 541,843 

車両運搬具 45,561 45,651 

減価償却累計額 △30,725 △29,825 

車両運搬具（純額） 14,835 15,825 

工具、器具及び備品 926,623 935,776 

減価償却累計額 △794,567 △797,105 

工具、器具及び備品（純額） 132,055 138,670 

土地 147,787 147,787 

建設仮勘定 83,307 95,340 

有形固定資産合計 4,224,221 4,200,789 

無形固定資産    

特許実施権 300,000 300,000 

特許権 466 406 

ソフトウエア 110,582 111,977 

その他 3,788 4,438 

無形固定資産合計 414,837 416,822 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,595,398 2,824,668 

保険積立金 540,554 501,569 

繰延税金資産 50,055 - 

その他 274,098 268,721 

投資その他の資産合計 3,460,107 3,594,959 

固定資産合計 8,099,165 8,212,572 

資産合計 17,888,496 17,881,751 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,143,502 ※ 1,104,689 

短期借入金 260,000 260,000 

未払法人税等 42,061 31,685 

未払消費税等 39,762 55,031 

賞与引当金 296,300 180,400 

返品調整引当金 6,000 7,000 

その他 679,686 951,529 

流動負債合計 2,467,312 2,590,336 

固定負債    

退職給付引当金 1,148,318 1,121,983 

長期借入金 200,000 120,000 

長期預り金 167,680 167,775 

繰延税金負債 - 10,174 

その他 8,536 6,935 

固定負債合計 1,524,534 1,426,869 

負債合計 3,991,847 4,017,205 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,395,887 3,395,887 

資本剰余金 2,675,826 2,675,826 

利益剰余金 6,859,721 6,671,272 

自己株式 △32,410 △34,148 

株主資本合計 12,899,024 12,708,836 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 997,624 1,155,708 

繰延ヘッジ損益 - 0 

評価・換算差額等合計 997,624 1,155,709 

純資産合計 13,896,649 13,864,546 

負債純資産合計 17,888,496 17,881,751 
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 5,488,210 5,422,764 

売上原価 2,636,785 2,464,652 

売上総利益 2,851,424 2,958,112 

販売費及び一般管理費 ※ 2,911,113 ※ 3,063,675 

営業損失（△） △59,688 △105,563 

営業外収益    

受取利息 20 15 

受取配当金 24,955 24,845 

その他 14,205 5,674 

営業外収益合計 39,181 30,535 

営業外費用    

支払利息 3,439 1,752 

固定資産除却損 3,856 2,244 

寄付金 11,888 13,523 

為替差損 10,903 859 

保険解約損 - 8,675 

その他 848 6,289 

営業外費用合計 30,935 33,344 

経常損失（△） △51,442 △108,372 

特別利益    

固定資産売却益 20,914 2 

特別利益合計 20,914 2 

特別損失    

事務所移転費用 1,710 - 

特別損失合計 1,710 - 

税引前四半期純損失（△） △32,238 △108,369 

法人税、住民税及び事業税 9,600 8,600 

法人税等調整額 △8,185 △32,683 

法人税等合計 1,414 △24,083 

四半期純損失（△） △33,652 △84,286 
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純損失（△） △32,238 △108,369 

減価償却費 321,258 258,444 

貸倒引当金の増減額（△は減少） - 54 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20,380 △26,334 

賞与引当金の増減額（△は減少） △52,600 △115,900 

受取利息及び受取配当金 △24,976 △24,860 

支払利息 3,439 1,752 

有形固定資産除却損 3,856 2,244 

有形固定資産売却損益（△は益） △20,914 △2 

売上債権の増減額（△は増加） 168,339 △272,345 

たな卸資産の増減額（△は増加） 298,061 217,525 

仕入債務の増減額（△は減少） △113,948 △97,422 

未払消費税等の増減額（△は減少） 36,999 15,268 

預り敷金及び保証金の受入による収入 30,674 94 

その他 △90,929 227,326 

小計 506,643 77,476 

利息及び配当金の受取額 24,976 24,860 

利息の支払額 △4,002 △1,866 

法人税等の還付額 26,109 7,097 

法人税等の支払額 △196 △22,052 

営業活動によるキャッシュ・フロー 553,529 85,515 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △106,202 △111,499 

無形固定資産の取得による支出 △999 △29,262 

有形固定資産の売却による収入 60,246 2 

投資有価証券の取得による支出 △2,315 △1,587 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △63,916 30,667 

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,186 △111,679 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △248,000 △80,000 

自己株式の取得による支出 △1,036 △1,762 

自己株式の処分による収入 647 26 

配当金の支払額 △103,516 △103,578 

リース債務の返済による支出 △1,600 △1,600 

財務活動によるキャッシュ・フロー △353,506 △186,915 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 86,836 △213,078 

現金及び現金同等物の期首残高 2,927,775 3,610,715 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,014,612 ※ 3,397,636 
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【注記事項】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 当社は、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法については、従来、定率法（ただし、平成10年４月

１日以降に取得した建物並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法）を採用しており

ましたが、第１四半期会計期間より定額法に変更しております。 

 この変更は、平成29年度から開始する新中期経営計画の策定を契機として、保有する有形固定資産の使用実態を検

討した結果、生産設備全般につき耐用年数にわたり長期安定的に稼働しており、また将来も同様な状況が見込まれる

ことから、使用期間にわたって均等に費用配分を行う定額法を採用することが当社の事業の実態をより適切に反映さ

せることができると判断して行ったものであります。

 この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期累計期間の営業損失、経常損失、税引前四半

期純損失はそれぞれ34,816千円減少しております。

 なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。

（四半期貸借対照表関係）

※四半期会計期間末日満期手形 

 四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末

日残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期会計期間
（平成29年９月30日）

支払手形 － 5,839千円

 

 

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期累計期間 
（自  平成28年４月１日 

  至  平成28年９月30日） 

 当第２四半期累計期間 
（自  平成29年４月１日 

  至  平成29年９月30日） 

発送費 65,876千円 74,541千円 

広告宣伝費 52,064 124,331 

販売促進費 522,090 538,131 

給料手当及び賞与 795,445 779,931 

退職給付引当金繰入額 27,428 27,536 

福利厚生費 126,291 127,518 

賃借料 44,164 44,028 

減価償却費 37,254 32,342 

旅費及び交通費 116,991 112,533 

貸倒引当金繰入額 － 54 

研究開発費 605,989 667,243 

賞与引当金繰入額は給料手当及び賞与に含めて表示しております。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間

（自  平成28年４月１日
至  平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成29年４月１日
至  平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 3,014,612千円 3,397,636千円

現金及び現金同等物 3,014,612 3,397,636

 

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

配当に関する事項

      (1)配当金支払額

  平成28年６月22日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

  ・普通株式の配当に関する事項

   ① 配当金の総額          104,192千円

   ② １株当たり配当額           3.0円

   ③ 基準日           平成28年３月31日

   ④ 効力発生日         平成28年６月23日

   ⑤ 配当の原資            利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

配当に関する事項

      (1)配当金支払額

  平成29年６月23日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

  ・普通株式の配当に関する事項

   ① 配当金の総額          104,163千円

   ② １株当たり配当額           3.0円

   ③ 基準日           平成29年３月31日

   ④ 効力発生日         平成29年６月26日

   ⑤ 配当の原資            利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 調整額 

四半期 
損益計算 
書計上額 
(注)２ 

  医薬事業 薬粧事業 特販事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 2,844,398 1,443,400 1,110,467 5,398,265 89,945 5,488,210 － 5,488,210 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － － 

計 2,844,398 1,443,400 1,110,467 5,398,265 89,945 5,488,210 － 5,488,210 

セグメント利益又は 

損失（△） 
△504,940 220,376 194,623 △89,941 30,253 △59,688 － △59,688 

（注）１．報告セグメントに含まれない「その他」の内容は、不動産賃貸業であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 調整額 

四半期 
損益計算 
書計上額 
(注)２ 

  医薬事業 薬粧事業 特販事業 計 

売上高                

外部顧客への売上高 2,836,776 1,483,628 1,009,891 5,330,295 92,469 5,422,764 － 5,422,764 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － － － － 

計 2,836,776 1,483,628 1,009,891 5,330,295 92,469 5,422,764 － 5,422,764 

セグメント利益又は 

損失（△） 
△497,502 188,363 164,604 △144,535 38,972 △105,563 － △105,563 

（注）１．報告セグメントに含まれない「その他」の内容は、不動産賃貸業であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

３．「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、有形固定資産（リ

ース資産を除く）の減価償却方法については、従来、定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得し

た建物並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法）を採用しておりまし

たが、第１四半期会計期間より定額法に変更しております。

   この変更により従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期累計期間のセグメント利益が、薬

粧事業で8,351千円、特販事業で5,684千円、その他で3,252千円増加し、セグメント損失が、医薬事業で

17,528千円減少しております。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間

（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △0円97銭 △2円43銭

（算定上の基礎）    

四半期純損失金額（△）（千円） △33,652 △84,286

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千

円）
△33,652 △84,286

普通株式の期中平均株式数（千株） 34,730 34,718

 （注）   潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月10日

わかもと製薬株式会社 

取締役会 御中 

 

京橋監査法人 

 

 
代表社員
業務執行社員

  公認会計士 下村 久幸  印 

 

 
代表社員
業務執行社員

  公認会計士 荒木  勝己  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているわかもと製薬株

式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第123期事業年度の第２四半期会計期間（平成29年７月１日から

平成29年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュ

ーを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、わかもと製薬株式会社の平成29年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。
 
強調事項

 会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期会計期間よ

り、従来、定率法を採用していた有形固定資産の減価償却方法を定額法に変更している。

 当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上
 

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

    ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

2017/11/14 14:09:25／17308202_わかもと製薬株式会社_第２四半期報告書


	表紙
	目次
	中表紙
	第一部【企業情報】
	第１【企業の概況】
	１【主要な経営指標等の推移】
	２【事業の内容】 

	第２【事業の状況】
	１【事業等のリスク】 
	２【経営上の重要な契約等】 
	３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

	第３【提出会社の状況】
	１【株式等の状況】
	（１）【株式の総数等】
	（２）【新株予約権等の状況】
	（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
	（４）【ライツプランの内容】
	（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】
	（６）【大株主の状況】 
	（７）【議決権の状況】

	２【役員の状況】

	第４【経理の状況】
	１【四半期財務諸表】
	（１）【四半期貸借対照表】 
	（２）【四半期損益計算書】
	（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

	２【その他】 


	第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
	四半期レビュー報告書



